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1．はじめに 

 

遠隔設定ツール SMARTDAC+（以下、本ソフトウェア）は、横河電機株式会社の SMARTDAC+シリーズ GX / GP / 

GM（以下、GX / GP / GM）の記録開始・停止・アラーム設定・メッセージ入力・バッチ情報入力・スナップ

ショット表示・時刻設定・パスワード変更・メール送信開始・停止などを、ネットワーク接続されている

PCから遠隔で実行するソフトウェアです。 

これらの機能により、実機のパネルから操作することなく、設定を行うことができます。 

また、アラーム設定は記録を停止することなく、設定変更を行うことができます。 

 

ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使いください。 

 

このマニュアルが対象としているバージョン 

製品名 バージョン 

遠隔設定ツール SMARTDAC+ 2.8 

 

 

 

SMARTDAC+ は、横河電機株式会社の登録商標です。 

Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま

たは商標です。 

本書に記載している製品名および会社名は、各社の登録商標または商標です。 

本書では各社の登録商標または商標に、® および™ マークを表示していません。 

  



 2 

ソフトウェア使用許諾契約書 

 

ご使用前に必ずお読みください。 

弊社は本契約に基づき、本ソフトウェアを使用する権利をお客様に許諾させていただきます。 

 

１．「使用条件」 

(1) お客様は、本ソフトウェアを Microsoft Windows が稼動している、お客様所有のコンピュータ上で使

用することができます。 

(2) お客様は、本ソフトウェアを同時に２台以上のコンピュータで使用することはできません。 同時に

２台以上のコンピュータで使用する場合には、別途ライセンスを購入いただく必要があります。 

(3) お客様は、第３条（製品の譲渡）に定めた場合を除き、本ソフトウェアを第三者に譲渡や使用させる

ことはできません。 本ソフトウェアをレンタルする場合には、別途契約が必要となります。 

(4) 本ソフトウェアの著作権は弊社に帰属します。 お客様の要望により、本ソフトウェアに改造を行っ

た場合の著作権も弊社に帰属します。 お客様には本ソフトウェアの使用権をお持ちいただくこととします。 

 

２．「製品の複製」 

(1) お客様は、バックアップの目的で、１部に限り、本ソフトウェアを複製することができます。 この

場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示及び、その他の権利に関する表示についても複製されるも

のとします。 

(2) お客様は、本ソフトウェアの利用条件以外の改変、他のソフトウェアとの結合、リバースエンジニア

リング、書籍・雑誌やネットワーク上への転載を行なうことはできません。 

(3) お客様は、本ソフトウェアとともに提供されるマニュアル、関連資料の複製を行なうことができます。 

但し、それらを書籍・雑誌やネットワーク上への転載を行なうことはできません。 

 

３．「製品の譲渡」 

(1) お客様は、下記の条件をすべて満たした場合に限り、本契約に基づくお客様の権利を第三者に譲渡す

ることができます。 

（ａ） お客様が本契約条項、本ソフトウェア及び、その全ての複製物、並びに本ソフトウェアとともに提

供されたマニュアル、関連資料を全て譲受人に譲渡し、以後これらを一切保持しない場合。 

（ｂ） 譲受人が本契約条項に同意している場合。 

(2) お客様は、上記譲渡条件を満たしている場合を除き、本ソフトウェア又はその使用権を第三者に再使

用許諾、譲渡、移転することはできません。 

 

４．「保証及び責任」 

(1) お客様が新規購入された本ソフトウェアの記録媒体に損傷や破損などの瑕疵があり、使用できない場

合には速やかに良品と交換させていただきます。 

(2) 弊社は本ソフトウェアを使用中にプログラムバグが発見された場合、速やかに修理を行い、良品と交

換させていただきます。 

(3) 本ソフトウェアの処理内容又は、その使用結果に伴って発生した問題に関して、弊社はソフトウェア

に関するバグも含めていかなる保証も行なわないこととさせていただきます。 
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2．ソフトウェアの概要 

 

本ソフトウェアは、ネットワーク接続されている GX / GP / GMに対して、以下の設定が行えます。 

 

●機器接続 / 切断 IPアドレス、ユーザー名、ユーザーID、パスワードを入力して接続、切断します。 

●アラーム設定 GX / GP / GMのアラームを設定し、送信・受信します。 

●記録開始 / 停止 GX / GP / GMの記録（メモリ・演算）を開始、停止します。 

●メッセージ  GX / GP / GMへのメッセージ設定、および選択したメッセージを書き込みます。 

●フリーメッセージ GX / GP / GMへフリーメッセージを書き込みます。 

●バッチ  バッチ番号・ロット番号・バッチコメントを登録します。 

●スナップショット GX / GPのスナップショットを表示します。（GM除く） 

15秒毎の自動更新、F5 キーによる手動更新が行えます。 

●表示セーブ・イベントセーブ 

   記録中のデータを記憶メディアにセーブします。ファイルが区切られます。 

●時刻設定  GX / GP / GMへ時刻を設定します。 

●SNTP時刻調整 GX / GP / GMに設定されている SNTPサーバーに対して時刻調整を行います。 

●パスワード変更 GX / GP / GMのパスワードを変更します。 

●イメージ保存 画面イメージを保存します。（拡張子 PNG） 

●システム情報 GX / GP / GMの情報を取得し表示します。 

●WEB表示  GX / GP / GMを WEBブラウザで表示します。 

●FTP表示  GX / GP / GMの記憶メディアの内容を表示します。 

●メール開始 / 停止 GX / GP / GMのメール送信を開始、停止します。 

 

各操作は、接続した機器に対してのみ行えます。複数台の GX / GP / GMに対して設定する場合は、機器接

続で別の機器に接続して各操作を行って下さい。また、本ソフトウェアは複数起動が可能です。起動したソ

フトウェアごとに、異なる機器に接続して表示・設定することができます。 

GX / GP / GMにユーザーを登録している場合は、使用するユーザーの「モード」を「通信」または「タッチ

操作＋通信」に設定した上で使用してください。 

 

使用する GX / GP / GMユーザーの「ユーザーレベル」が「User」の場合、ユーザーごとに設定されている

「ユーザー制限」により実行できない場合があります。 

また、「ユーザーレベル」が「Monitor」の場合や、GX / GP / GMの設定により、実行できない場合があり

ます。 

 

本ソフトウェアで設定できる機能以外は、GX / GP本体および SMARTDAC+ スタンダード ハードウェア設定

にて行って下さい。操作については、各マニュアルを参照して下さい。 
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3．動作環境 

 

●ＯＳ  Windows 7／8／8.1／10（32bit/64bit） 

 

●メモリ  2GB以上。 

ただし、OSが快適に動作するための容量が必要です。 

 

●ハードディスク 空き容量が 100MB 以上。 

ただし、OSが快適に動作するためには、ある程度の空き容量が必要です。 

 

●インターフェース GX / GP / GMとの接続は Ethernetのみです。 

GX / GP / GMと PCとの間で、ネットワーク接続ができるよう IPアドレス・サブネ

ットマスク等の設定を行って下さい。 

また、ファイアウォール・ウィルス監視ソフトウェアを使用される場合は、本ソフ

トウェアがブロックされないようにして下さい。 

 

●ＣＤドライブ 本ソフトウェアのインストール用に必要です。 

 

●ディスプレイ 1024×768ドット以上。 

 

●接続機器  SMARTDAC+シリーズ GX / GP / GM 

本ソフトウェアは同時に複数の起動が可能で、それぞれに異なる機器に接続するこ

とができます。 
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4．セットアップ 

 

本ソフトウェアのセットアップは、次の手順で行います。 

 

１．パソコンを起動します。 

 

２．遠隔設定ツール SMARTDAC＋の CDをセットします。 

 

３．自動的にセットアップが起動します。 

起動しない場合は、CDの Setup.exeを実行して下さい。 

セットアップ画面が表示されます。 

以降は、画面の指示に従ってセットアップをおこないます。 

 

デフォルトインストール先はシステムドライブの「Program Files」もしくは「Program Files (x86)」

フォルダーになります。 

 

セットアップ完了後は、Windows スタートメニューに「遠隔設定ツール SMARTDAC+」のアイコンが登録

されます。アプリケーションは、指定したフォルダーに保存されます。 

 

４．アンインストール 

アンインストールする場合は、コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」から実行して下さい。 

 

５．遠隔設定ツール SMARTDAC+のファイル 

インストールされるファイルは次のとおりです。 

 

●GxGpCom.exe     実行ファイル 

●遠隔設定ツール SMARTDAC+操作説明書.pdf  操作説明書 

 

本ソフトウェアは GxGpCom.exeを起動するだけで実行可能であり、他のアプリケーションやライブラリ

ーなどを必要としません。 
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5．起動および機器接続 

 

本ソフトウェアは、セットアップで登録された Windows スタートメニューから起動します。 

また、セットアップせずに CDの GxGpCom.exeを実行して起動することができます。 

 

 

アイコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動すると GX / GP / GMに接続するための機器接続画面が表示されます。 

接続する GX / GP / GMの IPアドレス／ユーザー名／ユーザーID／パスワードを入力して、OKボタンをクリ

ックして下さい。 

 

別の GX / GP / GMに接続する場合は、機器接続画面から該当する GX / GP / GMに接続して下さい。 

機器接続画面は、「機器接続」ボタンや「接続」メニューの「機器接続」から表示されます。 

 

 

※GX / GP / GMで、ユーザーIDを Offに設定している場合は、ユーザーIDの入力は必要ありません。 

 

 

※GX / GP / GMでパスワードリトライ回数を設定している場合、指定した回数を連続で間違えると、 

そのユーザー名ではログインできなくなります。 
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※前回操作から 3分経過以降に何かしらの操作を行うと、ユーザー情報の再入力が求められます。 

再度、ユーザー名／ユーザーID／パスワードを入力して下さい。タイトルバーには接続していた IP アド

レスが表示さます。 

 

 

 

 

 

 

 

※パスワードの有効期限が切れていると、パスワード登録画面が表示されますので、新たにパスワードを

登録して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ユーザーレベル「Monitor」で接続すると権限が無いため、アラーム設定の送信時にエラーとなります。 

 

 

※選択した機能の権限がないユーザーレベル「User」で接続すると、設定送信時にエラーとなります。 
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6．ソフトウェアの複数起動 

 

本ソフトウェアは複数起動が可能です。 

複数起動した場合は、それぞれのソフトウェアから別々の GX / GP / GMに接続できます。 

 

また、ショートカットに-IP:オプションを付加してアプリケーションを起動すると、IP アドレスが入力さ

れた状態で機器接続画面を表示することができます。 

それぞれの機器用にショートカットを作成することで、接続先の入力間違えを抑えることができます。 

 

-IP:オプションは、ショートカットのプロパティでリンク先の末尾に追加します。-IP:の後に IP アドレス

を指定します。-IP:の前には半角スペースが必要です。 
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7．接続後の画面表示 

 

GX / GP / GMに接続されると、その時点のスナップショットを表示します。 

GMではスナップショットは表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面の各ボタンをクリックするか、メニューから選択して以降の各操作を行います。 

※各操作は、Adminまたは各機能の操作権限を持つ Userでないと設定送信できません。 

 

 

●「接続」メニュー 

メニュー 説明 

機器接続※ 
IPアドレス、ユーザー名、ユーザーID、パスワードを入力

して GX / GP / GMに接続します。 

機器切断※ GX / GP / GMとの通信を切断します。 

通信設定 GX / GP / GMとの通信タイムアウトを設定します。 

終了 アプリケーションを終了します。 

※は画面のボタンと同機能です。 
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●「表示」メニュー 

メニュー 説明 

最新に更新(F5) メイン画面表示を更新します。 

自動更新 メイン画面表示を 15秒毎に更新します。 

システム情報 GX / GP / GMの情報を取得し表示します。 

WEB表示 GX / GP / GMを WEBブラウザで表示します。 

FTP表示 GX / GP / GMの記憶メディアの内容を表示します。 

 

●「機能」メニュー 

メニュー 説明 

記録開始※ GX / GP / GMの記録（メモリ・演算）を開始します。 

記録停止※ GX / GP / GMの記録（メモリ・演算）を停止します。 

表示セーブ 
記録中の表示データを記憶メディアにセーブします。ファ

イルが区切られます。 

イベントセーブ 
記録中のイベントデータを記憶メディアにセーブします。

ファイルが区切られます。 

アラーム設定※ GX / GP / GMのアラームを設定し、送信・受信します。 

メッセージ※ 
GX / GP / GMへのメッセージ設定、および選択したメッセ

ージを書き込みます。 

フリーメッセージ※ GX / GP / GMへフリーメッセージを書き込みます。 

バッチ※ バッチ番号・ロット番号・バッチコメントを登録します。 

時刻設定 GX / GP / GMへ時刻を設定します。 

SNTP時刻調整 
GX / GP / GMに設定されている SNTPサーバーに対して時

刻調整を行います。 

メール開始 GX / GP / GMのメール送信を開始します。 

メール停止 GX / GP / GMのメール送信を停止します。 

パスワード変更 GX / GP / GMのパスワードを変更します。 

イメージ保存 画面イメージを保存します。（拡張子 PNG） 

※は画面のボタンと同機能です。 

 

●「ヘルプ」メニュー 

メニュー 説明 

取扱説明書 
遠隔設定ツール SMARTDAC+操作説明書.pdf（本書）を開き

ます。 

バージョン情報 アプリケーションのバージョン情報を表示します。 
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8．機器切断 

 

メイン画面の機器切断ボタンをクリックすると GX / GP / GMとの通信が切断されます。 

接続メニューの「機器切断」も同機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．終了 

 

接続メニューの「終了」を選択するか、アプリケーション右上の×ボタンをクリックするとアプリケーシ

ョンが終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

GX / GP / GMと通信中の場合、機器切断処理が自動的に実行されて終了します。 
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10．アラーム設定 

 

メイン画面のアラーム設定ボタンをクリックすると、GX / GP / GMからアラーム設定情報を受信して一覧表

示します。機能メニューの「アラーム設定」も同機能です。 

 

表示されるのは、有効チャネルのみです。入力チャネルの SKIP チャネル・演算チャネルの未使用チャネ

ル・通信入力チャネルの未使用チャネルは表示されません。 

 

最初に一覧表示したときは最大化表示されますが、任意の大きさにウィンドウサイズを変更できます。 

その後、再度一覧表示すると、前回のサイズで表示されます。 

本ソフトウェアを再起動すると、最大化表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「10．1 アラーム種類・設定値・リレー・ディレイ時間の設定」と「10．2 アラームOn / Offの設定」は、

次の違いがあります。 

 

●10．1 アラーム種類・設定値・リレー・ディレイ時間の設定（設定ボタン・送信ボタン） 

アラーム種類・設定値・リレー・ディレイ時間の設定が行えます。 

設定ボタンでアラームを Off に設定し送信ボタンで送信、再度 On に設定しようとすると、設定画面の設

定値は 0・リレーは Noneと表示されます。前回値に戻す場合は、入力しなければなりません。 

 

●10．2 アラーム On / Offの設定（On / Off設定ボタン・On / Off送信ボタン） 

アラーム On / Offの設定のみ行えます。 

On / Off設定ボタンでアラームを Offに設定し On / Off送信ボタンで送信、再度 Onに設定し On / Off

設定ボタンで送信すると、設定値・リレー情報は前回設定値に戻ります。 

 

※On / Off設定で Offから Onに設定し、送信ボタンで送信するとエラーになります。 

On / Offのみを送信する場合は、On / Off送信ボタンで送信して下さい。 
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10．1 アラーム種類・設定値・リレー・ディレイ時間の設定 

 

設定するチャネルをダブルクリックするか、選択して設定ボタンをクリックすると、チャネル単位の設定画

面が表示されます。 

 

チャネルを選択するとき、複数チャネルを選択すると、設定した内容が選択した全てのチャネルに反映され

ます。チャネル選択は、Shiftキーや Ctrlキーを押しながら選択すると複数選択できます。 

 

チャネル一覧画面にはタグと単位も表示されますが、設定できるのは下記画面の項目のみです。 

設定値はレンジの範囲内でないと送信時にエラーになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目を設定し OKをクリックして下さい。 

 

●アラーム種類 

選択できる種類は、チャネルのレンジモードおよび演算チャネルによって異なります。 

 

●設定値 

設定値は、チャネルのレンジ範囲外の値を設定すると、送信時にエラーとなります。 

 

●リレー 

GX / GP / GMに搭載されている出力リレーまたは内部スイッチを選択して下さい。 

 

●ディレイ時間 

時：分：秒で設定して下さい。 
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チャネル毎のアラーム設定が終了したら、送信するチャネルを選択します。送信対象は、選択されているチ

ャネル（反転表示）のみです。 

チャネル選択は、Shiftキーや Ctrlキーを押しながら選択すると複数選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信チャネルを選択したら、送信ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認後、GX / GP / GMに送信されます。 

送信後に、再度 GX / GP / GMからアラーム設定情報を受信して一覧表示します。 
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10．2 アラーム On / Offの設定 

 

設定するチャネルを選択して Enterキーを押下するか、選択して On / Off設定ボタンをクリックすると、

チャネル単位の設定画面が表示されます。 

 

チャネルを選択するとき、複数チャネルを選択すると、設定した内容が選択した全てのチャネルに反映され

ます。チャネル選択は、Shiftキーや Ctrlキーを押しながら選択すると複数選択できます。 

 

本機能では、アラームの On / Offのみが行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

On / Offを設定し OKをクリックして下さい。 

 

チャネル毎の On / Off設定が終了したら、送信するチャネルを選択します。送信対象は、選択されている

チャネル（反転表示）のみです。 

チャネル選択は、Shiftキーや Ctrlキーを押しながら選択すると複数選択できます。 
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送信チャネルを選択したら、On / Off送信ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認後、GX / GP / GMに送信されます。 

送信後に、再度 GX / GP / GMからアラーム設定情報を受信して一覧表示します。 

 

本機能では、アラームが設定されているチャネルに Off を設定、再度 On に戻した場合、前回の設定値・リ

レー情報に戻ります。 

 

 

10．3 設定変更コメント登録 

 

GX / GP / GMの設定変更コメント機能が有効の際、設定送信時にコメント登録画面が表示されます。 

機能が無効となっている場合は、この画面は表示されません。 
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10．4 CSV出力 

 

チャネル一覧画面で CSV出力ボタンをクリックすると、一覧の項目をファイルに出力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を指定して保存して下さい。 

ファイル形式は、タブ区切り(.txt)か、カンマ区切り(.csv)のテキストファイルです。 

 

 

10．5 CSV読込 

 

チャネル一覧画面で CSV読込ボタンをクリックすると、ファイルから一覧に入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を指定して開いて下さい。 

ファイル形式は、タブ区切り(.txt)か、カンマ区切り(.csv)のテキストファイルです。 
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11．記録開始 

 

メイン画面の記録開始ボタンをクリックすると記録開始画面が表示されます。 

機能メニューの「記録開始」も同機能です。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※記録+演算、記録+演算(リセット)ボタンは、演算オプションが有効の場合に表示されます。 

※バッチ番号、ロット番号、コメント、テキストフィールドは、バッチ機能が有効の場合に表示されます。 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

●演算オプション有効・バッチ有効・マルチバッチ有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●演算オプション無効・バッチ無効・マルチバッチ無効 

 

 

 

 

 

いずれかの記録開始ボタンをクリックすると、確認画面後、記録（演算およびリセット）が開始されます。 
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12．記録停止 

 

メイン画面の記録停止ボタンをクリックすると記録停止画面が表示されます。 

機能メニューの「記録停止」も同機能です。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※記録+演算ボタンは、演算オプションが有効の場合に表示されます。 

※バッチ番号、ロット番号、コメントは、バッチ機能が有効の場合に表示されます。 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

●演算オプション有効・バッチ有効・マルチバッチ有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●演算オプション無効・バッチ無効・マルチバッチ無効 

 

 

 

 

 

いずれかの記録停止ボタンをクリックすると、確認画面後、記録（および演算）が停止されます。 
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13．メッセージ 

 

メイン画面のメッセージボタンをクリックすると、GX / GP / GMに設定されているメッセージを受信して一

覧表示します。機能メニューの「メッセージ」も同機能です。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録ボタンは記録中のみ有効、更新ボタンは記録停止中のみ有効です。 

 

メッセージを選択して登録ボタンをクリックすると、画面（トレンド）にメッセージが書き込まれます。 

表示グループは、どのグループにメッセージを書き込むかを指定します。 

 

記録していないときは、メッセージをクリックすると編集可能になります。 

編集後更新ボタンをクリックすると、GX / GP / GMに設定されているメッセージを更新します。 

GX / GP / GMの設定変更コメント機能が有効の際、設定送信時にコメント登録画面が表示されます。 

機能が無効となっている場合は、この画面は表示されません。 
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14．フリーメッセージ 

 

メイン画面のフリーメッセージボタンをクリックすると、フリーメッセージ登録画面が表示されます。 

機能メニューの「フリーメッセージ」も同機能です。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号を選択し、メッセージを入力して OK ボタンをクリックすると、画面（トレンド）にメッセージが書き

込まれます。グループは、どのグループにメッセージを書き込むかを指定して下さい。 
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15．バッチ 

 

メイン画面のバッチボタンをクリックすると、バッチ情報入力画面が表示されます。 

機能メニューの「バッチ」も同機能です。 

GX / GP / GMがバッチ機能 OFFになっていると設定できません。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目を入力して OKボタンをクリックすると、GX / GP / GMにバッチ情報が設定されます。 

メモリスタートしている場合は、コメントのみ設定できます。テキストフィールドは、記録停止中のみ登録

できます。 
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16．表示セーブ・イベントセーブ 

 

機能メニューの「表示セーブ」または「イベントセーブ」を選択して下さい。 

記録データが表示データの時にイベントセーブは実行できません。その逆も同様です。 

画面は、GX / GP / GMのオプションにより異なります。 

 

※バッチグループは、マルチバッチオプションが有効の場合に表示されます。 

 

●表示セーブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イベントセーブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

この機能を実行すると、ファイルが区切られて記憶メディアに保存されます。 

また、FTPクライアント設定がされていれば FTP転送されます。 
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17．時刻設定 

 

機能メニューの「時刻設定」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

時刻を設定して OKボタンをクリックすると、GX / GP / GMに時刻が設定されます。 

現在時刻をチェックすると、PCの時刻を設定します。 

記録中は徐々に時刻調整されます。記録停止中は即時に時刻変更されます。 

記録中に時刻設定する場合、GX / GP / GMの徐々に修正する限界値を超える時差があるときはエラーとなり

ます。 

 

18．SNTP時刻調整 

 

機能メニューの「SNTP時刻調製」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

GX / GP / GMに設定されている SNTPクライアント設定の内容に従って時刻調整を行います。 

記録中は徐々に時刻調整されます。記録停止中は即時に時刻変更されます。 

記録中に時刻設定する場合、GX / GP / GMの徐々に修正する限界値を超える時差があるときはエラーとなり

ます。 
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19．メール開始 

 

機能メニューの「メール開始」を選択すると、メール送信が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．メール停止 

 

機能メニューの「メール停止」を選択すると、メール送信が停止されます。 
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21．パスワード変更 

 

機能メニューの「パスワード変更」を選択すると、パスワード変更画面が表示されます。 

変更できるのは、ログインしているユーザーのパスワードです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各パスワードを入力して下さい。同じパスワード、初期パスワードに変更することはできません。 

 

 

22．イメージ保存 

 

機能メニューの「イメージ保存」を選択すると、ファイル保存画面が表示されます。 

表示しているスナップショットを保存できます。拡張子は PNGです。 
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23．最新に更新 

 

表示メニューの「最新に更新」を選択すると、スナップショットが更新されます。 

F5キーでも同様です。 

 

24．自動更新 

 

表示メニューの「自動更新」を選択すると、15秒間隔でスナップショットが自動更新されます。 

もう一度選択すると、自動更新をストップします。 

 

25．システム情報 

 

表示メニューの「システム情報」を選択すると、GX / GP / GMの情報を受信して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 28 

26．WEB表示 

 

表示メニューの「WEB表示」を選択すると、GX / GP / GMを WEB表示します。 

本機能は、GX / GP / GMの HTTPサーバー機能が ONの場合のみ行えます。 

ブラウザでユーザー名・パスワードの入力（ユーザーレベル Monitor）が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザでの操作方法は GX / GP / GMのマニュアルを参照下さい。 
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27．FTP表示 

 

表示メニューの「FTP表示」を選択すると、GX / GP / GMの記憶メディアの内容をエクスプローラーで表示

します。本機能は、GX / GP / GMの FTPサーバー機能が ONの場合のみ行えます。 

エクスプローラーでユーザー名・パスワードの入力（ユーザーレベル Monitor）が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルの内容については GX / GP / GMのマニュアルを参照下さい。 
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28．通信設定 

 

接続メニューの「通信設定」を選択すると、通信タイムアウトを設定する画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク環境によっては、機器との通信処理中にタイムアウトになる場合があります。 

その場合、タイムアウト秒数で調整して下さい。デフォルトは 30秒です。 

 

 

29．取扱説明書 

 

ヘルプメニューの「取扱説明書」を選択すると、「遠隔設定ツール SMARTDAC+操作説明書.pdf（本書）」を

開きます。 

 

 

30．バージョン情報 

 

バージョン情報を参照するには、メイン画面のタイトルバーのアイコンをクリックして表示されるメニュー

か、ヘルプメニューから「バージョン情報」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


